


ア 提出期限

イ 提出方法

ア

イ

ウ

開札の場所及び日時
ア 日時
イ 場所

※

４　その他

免除

ア
イ
ウ

資料のヒアリングを行う場合がある。
関連情報を入手するための照会窓口
３（１）に同じ
競争参加資格の級別の格付けを受けていない者の参加

詳細は入札説明書による。

浜松基地会計隊入札室
午前10時00分

持参又は郵送（書留郵便に限る。）若しくは託送（書留郵便と同等のものに限る。）（以下
「郵送等」という。）する。

　（４） 入札書等の提出期限等
提出期限

工事費内訳明細書
午後5時00分

工事費内訳明細書についても、入札書と同時に提出するものとする。
提出方法
持参又は郵送等

　（５）
令和8年7月15日

入札書及び工事費内訳明細書を各々封筒に入れて封かんし、入札書を入れた封筒の表に「入札
書在中」と朱書きする。さらにこれらを１つの封筒に入れて封かんし、封筒の表に工事名、開
札日時及び商号又は名称を記載の上、提出する。また、一般競争参加資格確認通知書（入札説
明書第7項第1号に示すもの）又はその写しを提出する。

　（１） 手続において使用する言語及び通貨　日本語及び日本国通貨に限る。
　（２） 入札保証金

　（６） 落札者となるべき者の入札価格が予決令第85条の規定に基づいて作成された基準（調査基準価
格）を下回っている場合は、予決令第86条の調査（低入札価格調査）を行うので、協力しなけ
ればならない。

　（３）
　納付。ただし、金融機関又は保証事業会社の保証をもって契約保証金の納付に代えることが
できる。また、公共工事履行保証証券による保証を付し、又は履行保証保険契約の締結を行っ
た場合は契約保証金を免除する。
　なお、契約保証金の額、保証金額又は保険金額は請負代金額の10分の１（落札者が低入札価
格調査を受けた者の場合は請負代金額の10分の３）以上とする。

　（４）

契約保証金

入札の無効　次に掲げる入札は無効とする。
本公告に示した競争参加資格のない者のした入札
申請書、資料を含む提出書類に虚偽の記載をした者のした入札
入札に関する条件に違反した入札

　（５）
予決令第79条の規定に基づいて作成された予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効
な入札を行った者を落札者とする。ただし、落札者となるべき者の入札価格によっては、その
ものにより当該契約の内容に適合した履行がなされないおそれがあると認められるとき、又は
その者と契約を締結することが公正な取引の秩序を乱すこととなる恐れがあって著しく不適当
であると認められるときは、予定価格の制限の範囲内の価格をもって入札した他の者を落札者
とすることがある。

落札者の決定方法

　（13）

　（７） 入札後、契約を締結するまでの間に、都道府県警察から暴力団関係者として防衛省が発注する
工事等から除するよう要請があり、当該状態が継続している有資格者とは契約を行わない。

　（８）

　（９）

契約書作成の要否
要
適用する条項
本工事は、航空自衛隊標準契約条項建設工事請負契約条項、適用契約条項及び暴力団排除に関
する特約条項（工事契約書）を適用する。

　（10）
　（11）

　（12）
２（２）に掲げる競争参加資格の級別の格付を受けていない者も３（３）により申請書及び資
料を提出することができるが、競争に参加するためには、開札の時において当該資格の格付を
受け、かつ、競争参加資格の確認を受けていなければならない。

令和8年6月25日

令和8年7月10日

午後5時00分

　（３） 申請書、資料及び資格審査結果通知書の提出期限等
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２　一般事項

　　工事特記仕様書による。 

　　オ　基地内の通行は、公道と同様に交通規則を厳守する。また、車両等を基地内
　　　に長期間駐車させる場合は、監督官に指示を受ける。
　　カ　酒類等の飲食物を基地内に持ち込んではならない。
　　　　なお、喫煙、飲食等の場所については、監督官の指示による。
　　キ　危険物等の搬入がある場合は、事前に許可を受ける。
　　ク　油脂類等は、みだりに放置してはならない。

１　適用範囲

　⑵　発生材調書は、材料名、形状寸法、数量、重量及び単位を記載し、提出する。

４　検査等

５  基地内における規程事項
　⑴　注意事項

　　場合は、工事特記仕様書及び図面による。

　⑴　工事内容は全て本仕様書、図面、引用図書に基づき施工し、その施工に対する
　　監督官の指示に従う。
　⑵　引用図書及び各種関連法規等は、各省庁及び静岡県市町村条例等の最新のもの
    を適用し、契約対象となるものは全て適用する。
　⑶　工事特記仕様書及び図面の内容に疑義が生じた場合若しくは、工事特記仕様書
　　及び図面に記載されていない部分に不具合が認められた場合は、速やかに監督官

　⑴  本仕様書は、浜松基地、浜松広報館及び宿舎における部隊発注工事（国有財産
    管理に限る。）について適用する。
　⑵  本仕様書に規定する事項は、契約相手方の責任において施工し、全ての設計図
　　書は相互に補完する。

工事一般仕様書

作成部隊名  第１航空団基地業務群施設隊

承認年月日  令和７年１月２９日

仕様書番号  施設工事６－９

　⑶　工事特記仕様書及び図面に記載されている事項のうち、本仕様書と相違がある

　　イ　腕章又は入門許可証は、常に装着する。ただし、作業等に支障がある場合は
　　　携行し、関係者から要求があった場合は直ちに提示する。
　　ウ　関係のない場所の写真を撮影してはならない。
　　エ　指示した場所以外へは、立入りしてはならない。

　　ア　工事関係者の基地への入出門及び施設内への立入りは、監督官と調整後、申
　　　請等により許可を受ける。

　　と協議し、監督官の指示に従う。
　⑷　関係官公署その他の関係機関への届け出が必要な場合は、遅滞なく行う。
　⑸　設計図書等は、当該関係者以外に貸出し、複製、閲覧をさせてはならない。
　⑹　工事写真は、営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課制
　  定）に示された時期及び内容に準じて撮影するほか、監督官の指示により撮影し、
　  アルバム形式に整理された写真を提出する。

３　発生材の取り扱い
　⑴  発生材は、可能な限り分別し、監督官の指定した場所まで運搬する。
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　　ケ　監督官から指示された事項は、遵守する。
　　コ　工事に際し、契約相手方が基地内施設を損傷した場合、契約相手方の負担で
　　　原状に復する。
　⑵　入出門
　　ア　入出門に係る申請等については、工事特記仕様書による。
　　イ　基地内への入出門時間は、０８時１５分～１７時００分とし、その時間以外
　　　に入出門が必要な場合は、監督官と協議し、届出書を提出する。
　　ウ　入門の際、本人確認を行うため、公的機関が発行した身分証明書等（外国政
　　　府発行のものを含む。以下に例を示す。）により、国籍確認及び顔認証ができ
　　　るものを提示する。
　　　　なお、身分証明書等を有しない者については入門を許可しない。
 　　(ｱ)　日本国籍を有する者
　　　　　パスポート、ＩＣ型運転免許証（読取り機によるパスワードの入力で、国
　　　　籍（本籍）が確認できる場合のみ）等
 　　(ｲ)　日本国籍を有しない者
　　　　　パスポート、在留カード、在留資格認定証明書又は特別永住者証明書
　　 (ｳ)　運転免許証（顔認証）と住民票（本籍により国籍確認ができるもので、マ
　　　　イナンバー及び住民票コードが省略されたもの。写し可）など複数の身分証
　　　　明書等の組み合わせによる提示としてもよい。
　　エ　入門の制限又は禁止となる項目を以下に示す。
 　　(ｱ)　基地内の秩序を乱した場合
 　　(ｲ)　監督官の指示に従わない場合
　 　(ｳ)　腕章又は入門許可証などの入出門に係る物を紛失した場合
     (ｴ)　入出門に係る許可の期限が超過した場合　
     (ｵ)　訓練又は災害等により、入出門に対する制限等が発令された場合
     (ｶ)　監督官が不適と判断した場合
　⑶　基地内の運行を許可する車両　
　　　基地内において運行することのできる車両は、基地内臨時乗入証を掲示してい
　　る車両とする。
　　　なお、臨時乗入証を発行する際、入門者は警衛隊員に対し車検証（原本）を提
　　示するものとする。

６　情報保証
　⑴　機器等の使用
      工事関係の提出電子データを取扱うパソコン等については、情報流出対策及び
    最新のウィルス対策が行われたパソコン等を使用する。
　⑵　提出された個人情報等の取扱い
      提出された個人情報等は、個人情報保護法及び関係自衛隊規則に基づき厳正に
    保護し、本工事以外は使用目的としない。

７　提出書類
    工事特記仕様書による。



１　件名

　　００２４３空調機更新工事

２　適用範囲

　　この仕様書は、航空自衛隊浜松基地における、００２４３空調機更新工事につい

　て適用する。

　　なお、本工事に必要な一般事項は、工事一般仕様書による。

３　工事場所

　　航空自衛隊浜松基地・・・図番1/5

４　工事期間

　　契約締結日～令和８年１１月３０日

５　工事概要

　　本工事は、完全週休２日制工事（土日）の試行対象工事であり、００２４３建物

　（建設年度平成２０年度）の空調機更新工事を行う。

　⑴　建築工事・・・・・・・・・・一式

　⑵　電気設備工事・・・・・・・・一式

　⑶　機械設備工事・・・・・・・・一式

　⑷　産業廃棄物処分・・・・・・・一式

６　工事内容

　⑴　建築工事

　　　仮設工事

 　 　作業範囲に養生をし、作業終了後には、整理清掃後片付けを行う。

　⑵　電気設備工事

　　ア　屋内外ユニットに既設電源配線を再利用し接続する。

　　イ　漏電遮断器の撤去及び取付けを行う。

　⑶　機械設備工事

　　ア　撤去工事

　　 (ｱ)　空調機を撤去する場合は、既設物など周囲を損傷しないように撤去する。

　　 (ｲ)　屋内機撤去後、ドレン配管を清掃し、排水確認を行う。

 　　(ｳ)　機器搬出入の際は、周辺施設等に損傷を与えないように搬出入をする。

　　イ　配管工事

　　　　既設の冷媒配管及びドレン管を再利用し、接続を行う。

　　ウ　空気調和設備工事

　　 (ｱ)　空調機設置にあたり、干渉部分の既設管を撤去加工し、接続する。

　　 (ｲ)　空調機の更新機器は、既設機器メーカー製品又は同等品以上とし、新品と

        する。

　　 (ｳ)　冷媒ガスの適正な充填量を確認し、不十分な場合は追加充填を行う。

　　 (ｴ)　試運転は、製造会社の機器端末又は同等の成果が得られる機器を使用し、

　　　　運転状況を記録したのち、試運転報告書を監督官に提出する。
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工事特記仕様書

作成部隊名  第１航空団基地業務群施設隊

作成年月日  令和８年５月２６日

仕様書番号  施設工８－１　



　　エ　保温工事

　　　　屋外露出部の冷媒配管は、冷媒配管用のステンレス製保温外装で保護する。

　⑷　産業廃棄物処分

　　　既設空調機冷媒を回収し、フロン排出抑制法に基づき破壊処理を行う。

７　数量及び仕様

　　別表のとおり。

８　検査等

　⑴　工事等完成前使用確認

  　　工事目的物の全部または一部の完成前において、これを使用させる場合の一時

　　使用については、主任監督官（幹部）による部分使用確認を受け、一時使用の可

　　否についての判定を行う。　　

　　　なお、完成検査前の一時使用期間に、発注者側の過失による汚損及び破損等が

　　あった場合は、発注者側が責任を負うものとする。

　⑵　完成検査

  　ア  検査は、以下に示す要件を全て満たした場合、受検することができる。

     (ｱ)　工事特記仕様書及び図面に示す工事の全てが完了していること。

　　 (ｲ)　工事特記仕様書に記載された、全ての書類が提出されていること。

　　 (ｳ)　是正等があった場合、その全ての是正等が完了していること。

　　 (ｴ)　監督官及び主任監督官の確認を得ていること。

　　イ　検査は、監督官及び契約相手方の立ち会いのもと行い、検査官による確認を

　　　もって完了するものとする。

９　その他

　⑴　本工事に使用する材料は、本仕様書及び図面に記載されたＪＩＳ規格品又は同

　　等品以上の新品とし、事前に使用する材料が記載されているカタログ等証明とな

　　る資料を監督官に提出し、承諾を受けるものとする。

　⑵　仮設材及び材料等の置き場は、監督官が指示する場所とし、保安用品等で安全

　　対策をする。

　⑶　施工従事者は、その施工に必要な資格保有者とし、免状の写しを監督官に提出

　　するものとする。

　⑷　工事受注者は、毎月末までに「現場閉所実績報告書」を作成し、翌月１０日ま

　　でに監督官に提出するものとする。ただし、工事完成月については、監督官が指

　　定する日までに提出するものとする。

　⑸　施工完了後、各機器の作動状況を確認し、試運転時に不具合等が発生した場合

　　は、その原因を追究するとともに、監督官と今後の対応を協議するものとする。
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10　提出書類等

 (1)　契約相手方は、監督官の指示により、下表の適用に示す●印の書類を作成し、
　　遅滞なく提出するものとする。

業者入門申請書及び従業員等名簿

住民票（従業員等名簿に添付）

腕章

臨時立入申請書

現場代理人等（選任・変更）通知書

工程表

施工計画書(納入仕様書等を含む。)

施工体制台帳

打合せ書

発生材報告及び発生材調書

工事写真

使用材料納品書又は出荷証明書

試験等結果報告書等

引渡書

完成（完了）通知書

時間外入出門届及び臨時乗入れ申請

仮設物設置許可申請書

火気使用申請書

給水等使用申請書

注記１　火気使用申請は申請書を提出し許可証を受領した後に、器具等の使用
　　　を開始する。
注記２　従業員等名簿には、全員分の住民票（本籍地が記載され、発行後３か
      月以内のもの、写し可）を添付し、日本国籍を有さないものは、パスポ
　　  ート、在留カード、在留資格認定証明書又は特別永住者証明書を１部
　　  （写し可）を添付すること。
注記３　完成検査は、産業廃棄物管理票（Ｄ票）の写しをもって受けることが

　　  できる。ただし、産業廃棄物管理票（Ｅ票）が交付され次第、速やかに
　　  監督官へ提出すること。
注記４　※印の提出書類の要否については、別途、監督官より指示をする。

 (2)　その他の提出書類

フロン類回収行程管理票（Ａ，Ｅ票）の写し
フロン類回収証明書
回収フロン破壊証明書
現場閉所実績報告書
試運転報告書5 1

4 1

その都度

速やかに

その都度

完成後14日以内

15 ●
完成後

１

11 １

その都度

完成後

１

定型

16 ● １

17 ※ その都度 １

18

必要時

１

19 １

20 １

７ ● １
任意

任意
12 ● １

13 ● １

14 ● １

産業廃棄物管理票(Ａ、Ｂ２、Ｄ及びＥ票)の写し

８ ● １

９ ※ １
定型

10 ●

定型

２ ● １

３ ● 必要数

４ ２

５ ● １

６ ● １

No 書類名 提出期限 部数 様式
1 1

任意
2 1
3 1

No 適用 書類等名 提出期限 部数 様式

6

１ ●

契約後
14日以内

１
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数量表

養生 搬出入路部分 42.40 ㎡

養生 施工場所 8.60 ㎡

整理清掃後片付け 搬出入路部分 42.40 ㎡

整理清掃後片付け 施工場所 8.60 ㎡

電気配線取外し復旧
材工共（ACP-1×1ｾｯﾄ､ACP-2×1ｾｯﾄ､
ACP-3×1ｾｯﾄ､ACP-4×2ｾｯﾄ）
計5ｾｯﾄ

1 式

3P 30A（ACP-1、ACP-2、ACP-3） 3 個

3P 50A（ACP-4×2個） 2 個

3P 15A（ACP-1） 1 個

3P 20A（ACP-2、ACP-3） 2 個

3P 30A（ACP-4×2個） 2 個

冷媒配管取外し復旧
材工共（ACP-1×1ｾｯﾄ､ACP-2×1ｾｯﾄ､
ACP-3×1ｾｯﾄ､ACP-4×2ｾｯﾄ）
計5ｾｯﾄ

1 式

ドレン管取外し復旧
材工共（ACP-1×1ｾｯﾄ､ACP-2×1ｾｯﾄ､
ACP-3×1ｾｯﾄ､ACP-4×2ｾｯﾄ）
計5ｾｯﾄ

1 式

ACP-1
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機
（圧縮機屋外形）

機　種：ダイキン工業製
　　　　冷房能力7.1kw
屋外機：RZYP80AAT　　×1台
屋内機：FHGP40A 　　 ×2台
付属品：ﾘﾓｺﾝ　　　　 ×1個

1 ｾｯﾄ

ACP-2、ACP-3
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機
（圧縮機屋外形）

機　種：ダイキン工業製
　　　　冷房能力3.6kw
屋外機：RZYP40AAT　　×1台
屋内機：FHCP40AB  　 ×1台
付属品：ﾘﾓｺﾝ　　　　 ×1個

2 ｾｯﾄ

ACP-4
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機
（圧縮機屋外形）

機　種：ダイキン工業製
　　　　冷房能力14.0kw
屋外機：RZYP160AA　　×1台
屋内機：FHP160A   　 ×1台
付属品：ﾘﾓｺﾝ　　　　 ×1個

2 ｾｯﾄ

冷媒用断熱材被覆
銅管用保温外装撤去

ステンレス鋼板（ACP-1×1.0ｍ､
ACP-2×1.0ｍ､ACP-3×1.0ｍ､
ACP-4×1.0ｍ×2か所）　計5.0ｍ

5.0 ｍ

屋外機（ACP-1） W900×D320×H770 質量60kg 1 台

屋内機（ACP-1） W990×D600×H305 質量31kg 2 台

機
器
搬
出

機
械
設
備
工
事

単位

撤
去

工事種別
工
種

名　称 摘　　要 数量

建
築
工
事

仮
設

漏電遮断器撤去

漏電遮断器取付
電
力

設
備

撤
去電

気
設
備
工
事



8

屋外機（ACP-2､ACP-3） W765×D285×H550 質量37kg 2 台

屋内機（ACP-2､ACP-3） W840×D840×H246 質量20kg 2 台

屋外機（ACP-4） W900×D320×H1,170 質量93kg 2 台

屋内機（ACP-4） W1,590×D680×H195 質量35kg 2 台

屋外機（ACP-1）
W795×D300×H610 質量43kg
（新機器参考）

1 台

屋内機（ACP-1）
W775×D620×H305 質量19kg
（新機器参考）

2 台

屋外機（ACP-2､ACP-3）
W795×D300×H610 質量37kg
（新機器参考）

2 台

屋内機（ACP-2､ACP-3）
W840×D840×H246 質量20kg
（新機器参考）

2 台

屋外機（ACP-4）
W940×D320×H1,080 質量71kg
（新機器参考）

2 台

屋内機（ACP-4）
W1,590×D690×H235 質量40kg
（新機器参考）

2 台

ACP-1
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機
（圧縮機屋外形）

機　種：既設空調機同等品以上
　　　　冷房能力7.1kw
屋外機：1台
屋内機：2台（天井ｶｯｾｯﾄ形2方向）
付属品：ﾜｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ　　 ×2枚
　　　　ﾘﾓｺﾝ　　　　 ×1個

1 ｾｯﾄ

ACP-2、ACP-3
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機
（圧縮機屋外形）

機　種：既設空調機同等品以上
　　　　冷房能力3.6kw
屋外機：1台
屋内機：1台（天井ｶｯｾｯﾄ形4方向）
付属品：化粧ﾊﾟﾈﾙ　　 ×1枚
　　　　ﾘﾓｺﾝ　　　　 ×1個

2 ｾｯﾄ

ACP-4
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機
（圧縮機屋外形）

機　種：既設空調機同等品以上
　　　　冷房能力14.0kw
屋外機：1台
屋内機：1台（天井吊形）
付属品：ﾘﾓｺﾝ　　　　 ×1個

2 ｾｯﾄ

気密試験
ACP-1×1ｾｯﾄ､ACP-2×1ｾｯﾄ､
ACP-3×1ｾｯﾄ､ACP-4×2ｾｯﾄ　計5ｾｯﾄ

1 式

試運転調整
ACP-1×1ｾｯﾄ､ACP-2×1ｾｯﾄ､
ACP-3×1ｾｯﾄ､ACP-4×2ｾｯﾄ　計5ｾｯﾄ

1 式

冷媒用断熱材被覆
銅管用保温外装補修

ステンレス鋼板（ACP-1×1.0ｍ､
ACP-2×1.0ｍ､ACP-3×1.0ｍ､
ACP-4×1.0ｍ×2か所）　計5.0ｍ

5.0 ｍ

冷媒回収破壊処理
材工共（ACP-1×1ｾｯﾄ､ACP-2×1ｾｯﾄ､
ACP-3×1ｾｯﾄ､ACP-4×2ｾｯﾄ）
計5ｾｯﾄ

1 式

名　称 摘　　要 数量 単位工事種別

機
器
搬
出

保
温

産
　
業

廃
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物

処
　
分

冷
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回
収

破
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処
理

機
械
設
備
工
事

機
器
搬
入

空
気
調
和
設
備

工
種
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別図第１

発生材置き場

監督官打合せ場所　00455

北門

件名

図面

正門

00243建物

1/5

9

事務室

00243建物(1階)平面図

計測器室

00243建物(8階)平面図

保管室

器材室

00243建物(9階)平面図

00243建物(10階)平面図

令和８年５月２２日

第１航空団基地業務群施設隊

尺度

N/S
00243空調機更新工事

施工場所案内図
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N/S

別図第２

件名

図面

事務室

6
,
1
00

2
,
0
0
0

保管室

1階仮設平面図(搬出入路､施工場所)

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

2
,
4
0
0

1,
0
0
0

器材室

イ

ウ

カ

00243空調機更新工事
2
,
0
0
0 1
,
0
0
0

10

  8.60㎡

3
,
8
00

ア

①

②

④

⑤ ⑥

数　量 備　　考

仮　設　内　容

名　称記　号

尺度

第１航空団基地業務群施設隊 00243建物仮設平面図
2/5

搬出入路 ア ～ オ

施工場所(個別改修）

養生、整理清掃後片付け

①～②

計測器室

2
,
4
00

1
,
0
0
0

10階仮設平面図(搬出入路､施工場所)9階仮設平面図(搬出入路､施工場所)

8階仮設平面図(搬出入路､施工場所)

オ

エ
③

2,0001,000

1,000 2,000

2,0002,0001,000

1,800 1,800

4,500

養生、整理清掃後片付け

 42.40㎡

令和８年５月２２日
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別図第３

図面

件名 00243空調機更新工事

ACP-1撤去 1セット

保温外装撤去

冷媒用断熱材被覆銅管用
ACP-1（ステンレス鋼板） 1.0ｍ

冷媒配管取外し復旧

ドレン配管取外し復旧

名 称 摘 要 数 量

改 修 内 容

11

事務室

電気配線取外し復旧

ドレン配管取外し復旧
冷媒配管取外し復旧

冷媒用断熱材被覆銅管用
保温外装撤去及び補修 1.0m

既設屋外機撤去(7.1kw)

ACP-1
既設屋内機撤去(7.1kw)

新規屋外機据付(7.1kw)

新規屋内機据付(7.1kw)

1階空調機既設図・改修図

R･RR

VVF2.0-3C
R･RR

分電盤

屋外機：冷房能力7.1kw、質量60kg×1台

屋内機：冷房能力7.1kw、質量31kg×2台

第１航空団基地業務群施設隊

N/S

尺度

3/5

ACP-1屋内機へ

R･RR

ACP-1

ACP-1屋外機

保温外装撤去及び補修箇所
冷媒用断熱材被覆銅管用

凡例
電気配線取外し復旧

摘 要

摘 要

名 称

名 称

撤 去 内 容

産 業 廃 棄 物 処 分

数 量

数 量

ACP-1　1ｾｯﾄ 1式冷媒回収破壊処理

3P 30A（ACP-1） 1個漏電遮断器撤去

屋内機：天井カセット形

気密試験

試運転調整

冷媒用断熱材被覆銅管用

保温外装補修

1式

ACP-1　1ｾｯﾄ

ACP-1　1ｾｯﾄ

ステンレス鋼板 1.0ｍ

1セットACP-1据付

※電気配線及び冷媒配管は、再利用する。
※空調機の詳細については空調機器表(図番5/5)を参照

屋外機：冷房能力7.1kw、質量43kg×1台

　　　　冷房能力7.1kw、質量19kg×2台

1個漏電遮断器取付 3P 15A（ACP-1）

冷媒回収破壊処分
ACP-1

既設漏電遮断器撤去(3P 30A)

新規漏電遮断器取付(3P 15A)

空調機既設図・改修図

ACP-1　1ｾｯﾄ

ACP-1　1ｾｯﾄ

ACP-1　1ｾｯﾄ

1式

1式

1式

1式

付属品：ワイドパネル×2枚

令和８年５月２２日
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N/S

別図第４

件名

図面

00243空調機更新工事

8階空調機既設図・改修図

電気配線取外し復旧

ドレン配管取外し復旧
冷媒配管取外し復旧

計測器室

ACP-2

R･RR

VVF2.0-3C

屋内機：天井カセット形

屋外機：冷房能力3.6kw､質量37kg×1台

ステンレス鋼板

屋内機：天井吊形ACP-4据付

気密試験

試運転調整

1式

1式

※電気配線及び冷媒配管は、再利用する。

ACP-2(1.0ｍ)、ACP-3(1.0ｍ) 
冷媒用断熱材被覆銅管用

保温外装補修

2セット

4.0ｍ

2セット

ACP-4(1.0ｍ×2か所)　計4.0ｍ

12

既設屋内機撤去(3.6kw)
新規屋内機据付(3.6kw)

ACP-2

ACP-3

ACP-3屋内機へ

ACP-2屋外機へ

※空調機の詳細については空調機器表(図番5/5)を参照

R･RR

ACP-4 ①

ACP-4 ②

①②屋内機へ

ACP-4

ACP-4屋外機

保温外装撤去及び補修箇所
冷媒用断熱材被覆銅管用

凡例

ACP-2屋内機へ

ACP-2・ACP-3屋外機

1
,
0
0
0

　　　　冷房能力3.6kw、質量20kg×1台

屋外機：冷房能力14.0kw、質量71kg×1台

　　　　冷房能力14.0kw、質量40kg×1台

第１航空団基地業務群施設隊

尺度

4/5

名 称 摘 要 数 量

冷媒配管取外し復旧

ドレン配管取外し復旧

2セット

ステンレス鋼板

ACP-4撤去

ACP-2(1.0ｍ)、ACP-3(1.0ｍ)、

改 修 内 容

保温外装撤去

冷媒用断熱材被覆銅管用

2セット

4.0ｍ

ACP-4(1.0ｍ×2か所)　計4.0ｍ

屋外機：冷房能力3.6kw、質量37kg×1台

屋内機：冷房能力3.6kw、質量20kg×1台

屋外機：冷房能力14.0kw、質量93kg×1台

屋内機：冷房能力14.0kw、質量35kg×1台

摘 要名 称

撤 去 内 容

数 量

数 量

電気配線取外し復旧

1式冷媒回収破壊処理

産 業 廃 棄 物 処 分

摘 要名 称

2個

2個

3P 30A（ACP-2、ACP-3）

3P 50A（ACP-4）

3P 30A（ACP-4）

3P 20A（ACP-2、ACP-3）

漏電遮断器撤去

2個

2個
漏電遮断器取付

ACP-2、ACP-3
冷媒回収破壊処理

既設屋外機撤去(3.6kw)
新規屋外機据付(3.6kw)

既設漏電遮断器撤去(3P 30A)

新規漏電遮断器取付(3P 20A)

9階空調機既設図・改修図

電気配線取外し復旧

ドレン配管取外し復旧
冷媒配管取外し復旧

保管室

既設屋内機撤去(3.6kw)
新規屋内機据付(3.6kw)

ACP-3 分電盤

R･RR R･RR

電気配線取外し復旧

ドレン配管取外し復旧
冷媒配管取外し復旧

ACP-4
既設屋内機撤去(14.0kw)
新規屋内機据付(14.0kw)

① ②

器材室

10階空調機既設図・改修図

VVF2.0-3C

VVF2.0-3C

R･RR

VVF2.0-3C
ACP-3屋外機へ

ACP-4屋外機へ

R･RR

既設屋外機撤去(14.0kw)
新規屋外機据付(14.0kw)

冷媒回収破壊処理
既設漏電遮断器撤去(3P 50A)
新規漏電遮断器取付(3P 30A)

冷媒用断熱材被覆銅管用
ACP-2、ACP-3、ACP-4

保温外装撤去及び補修 4.0m

空調機既設図・改修図

ACP-2、ACP-3、ACP-4×2　計4ｾｯﾄ

ACP-2、ACP-3、ACP-4×2　計4セット

ACP-2、ACP-3、ACP-4×2　計4セット

ACP-2、ACP-3、ACP-4×2　計4セット

1式

1式

1式

ACP-2、ACP-3、ACP-4×2　計4ｾｯﾄ

ACP-2、ACP-3、ACP-4×2　計4ｾｯﾄ

ACP-2、ACP-3撤去

ACP-2、ACP-3据付

ACP-4①②

1,000

1,0
00

令和８年５月２２日



図面

名称

13｣
別図第５

1セット

00243建物 ACP-1 パッケージ形空気調和機(圧縮機屋外形)

W795×D300×H610
屋外機

パッケージ形空気調和機(圧縮機屋外形)

W795×D300×H610

ACP-3

屋外機

屋内機

パッケージ形空気調和機(圧縮機屋外形)

W940×D320×H1,080

屋内機

屋外機

ACP-4

2セット

屋内機

ACP-2

冷房能力3.6kw　質量37kg×1台

冷房能力7.1kw　質量43kg×1台

天井埋込カセット形　冷房能力3.6kw　質量20kg×1台

冷房能力14.0kw　質量71kg×1台

天井吊形　冷房能力14.0kw　質量40kg×1台

FHCP40AB　天井埋込カセット形　ラウンドフロータイプ

RZYP160AA　空冷ヒートポンプエアコン

1セット

屋内機

00243建物 ACP-1

屋外機

屋内機

屋外機

ACP-4

屋外機

屋内機

ACP-2

ACP-3

パッケージ形空気調和機(圧縮機屋外形)

製造会社：ダイキン工業

パッケージ形空気調和機(圧縮機屋外形)

製造会社：ダイキン工業

パッケージ形空気調和機(圧縮機屋外形)

製造会社：ダイキン工業

2セット

2セット

RZYP80AAT　空冷ヒートポンプエアコン

FHGP40A　天井埋込カセット形　ダブルフロータイプ

RZYP40AAT　空冷ヒートポンプエアコン

2セット

摘　　　要

改　修　空　調　機

数 量場　所 名　称数 量摘　　　要

既　設　空　調　機

名　称場　所

図番

5/5

00243空調機更新工事

既設空調機器表・改修空調機器表第１航空団基地業務群施設隊

件名
尺度

N/S

冷房能力7.1kw　質量60kg×1台　W900×D320×H770

冷房能力7.1kw　質量31kg×2台　W990×D600×H305　リモコン×1個

冷房能力3.6kw　質量37kg×1台　W765×D285×H550

冷房能力3.6kw　質量20kg×1台　W840×D840×H246　リモコン×1個

FHP160A　天井吊型　冷房能力14.0kw

冷房能力14.0kw　質量93kg×1台　W900×D320×H1,170

質量35kg×1台　W1,590×D680×H195　リモコン×1個

W775×D620×H305　ワイドパネル×2枚　リモコン×1個

W840×D840×H246　化粧パネル×1枚　リモコン×1個

W1,590×D690×H235　リモコン×1個

天井埋込カセット形　冷房能力7.1kw　質量19kg×2台

令和８年５月２２日


